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第2章においては, 章種分化の歴史を述べるとともに, 車種ごとの運行形態を概観し, 従来の車種分類
である乗用車, バス, トラックのほかに, 営業用, 自家用, 企業用, 家庭用等に細分することの必要性を
明らかにした｡




であるとし, 職業運転者の車種選好性は, 現在 トラック, バス, タクシーの順に高いことが明らかとなっ
ているので, 営業用車の中でもトラックに深刻な運転労働力の不足をきたす結果, 営業用 トラックの保有







試みであって, 従来広 く利用されている方法である｡ 本章では建設省都市局の行なった昭和37年および昭
和40年のOD表を基礎として経年的にまた断面分析的に安定 した交通発生原単位を追求 している｡ この結
果, 著者は卓の発生量ではなくてパーソントリップの発生量を交通発生量としてとることによって時系列
的にも断面分析的にも安定 した交通発生原単位の存在することを示している｡




パーソントリップ調査を用いたのは, わが国では本研究が最初であり, パーソン トリップ調査の意義とそ
の方法について検討を加えている｡ まず市民を職業別に分類 し平 日と休 日の交通目的別パーソントリップ
を調べ, 目的別 トリップ数と生活水準との関係から, 目的別 トリップ数の所得弾力性係数を求め, また目
的別 トリップの時間発生分布, 利用交通機関の現状と将来の利用性向について考察し, パーソントリップ
の実態を明らかにしている｡ つぎに交通目的別 トリップ発生原単位とパーソン トリップの所得弾力性係数
とを用いて昭和60年の目的別 トリップ数を算定 し, エン トロピ- 法を援用することによって津種別自動車











論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
道路網計画をたてるにあたって, 各道路における交通量を推定することはきわめて重要であり, その交
通量の車種構成を知ることによって道路の構造 ･規格および用途的性格がきめられ, きめの細かい道路の







まず凍種別保有台数の推定にあたって各車種ごとに独立して推定することの不合理を指摘す る と と も
に, 事の運行形態が同一とみなされるものを一つの車種と定義することによって, 交通計画上有意義な車
種分類を提案した｡ 営業用車と自家用車とでは運行形態に大きな相違があり, また自家用車のなかでも企




営業用車はタクシー, バス, トラックに大別されるが, 職業運転者の労働選好性がタクシー, バス, ト
ラックの順に低下している現状からみて, トラック運送会社の運転労働力不足は深刻なものとなるとし,





















確立したものであって, 学術上, 実際上寄与す るところが多い｡
よってこの論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める0
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